
 間接工事費の実績変更方式【試行】  
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間接工事費の実績変更方式の流れ 
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○間接工事費の実績変更方式【試行】は、不調・不落対策として採用するもの 
○試行内容 
 ①共通仮設費（率分）の実績変更（安全費・運搬費が対象） 
 ②地域外からの労働者確保に要する間接費の実績変更 
 妥当性を確認のうえ実績で設計変更（官積算額と実績の差額分を増額計上） 
○試行対象工事 
 土木工事積算基準書（共通編）に記載されている工種区分にて積算を行う工事 
 ※既契約済み工事には適用しない 

併用可 
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積算体系 

請負工事費 

工事価格 

消費税相当額 

工事原価 

一般管理費等 

直接工事費 

間接工事費 

現場管理費 

共通仮設費（率分） 

○安全費 

○運搬費     

    のみが試行対象 

共通仮設費 

積み上げ分 
共通仮設費 

○工事地域内の安全管理に要する費用や建設資機材の運搬等について、標準積算額と実際にかかる費用に
乖離があるため、「共通仮設費（率分）のうち、安全費や運搬費」を、その妥当性を確認のうえ実績で設
計変更（官積算額と実績の差額分を増額計上）するものである 
○実績変更対象は、間接工事費の共通仮設費率計上部分のうち、「運搬費」・「安全費」のうちから、工
事により発注者が指定（その他の項目は試行の対象外） 
○当初設計は標準積算、精算変更時に証明書類に基づき、実績にて変更 
 証明書類：領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書等 
○本試行の対象とする場合、追加特記仕様書等に試行の対象である旨を記載 

間接工事費の実績変更方式【試行】  

■共通仮設費（率分）の実績変更方式とは 
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積算体系 

請負工事費 

工事価格 

消費税相当額 

工事原価 

一般管理費等 

直接工事費 

間接工事費 

現場管理費 

共通仮設費（率分） 

共通仮設費（積み上げ分） 

共通仮設費 

○工事箇所近隣だけでは労働者が確保出来ず、宿泊費や労働者の赴任手当等、地域外からの労働者確保
が必要になる場合（以下「②地域外からの労働者確保に要する間接費の実績変更」）に、「共通仮設費
（率分）のうち営繕費」と「現場管理費のうち労務管理費」を、その妥当性を確認のうえ実績で設計変
更（官積算額と実績の差額分を増額計上）するもの 
○当該工事全ての労働者が対象となる 
○当初設計は標準積算、精算変更時に証明書類に基づき、実績にて変更 
 証明書類：領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書等 
○本試行の対象とする場合、追加特記仕様書等に試行の対象である旨を記載 

間接工事費の実績変更方式【試行】  

■地域外からの労働者確保に要する間接費の実績変更方式とは 

共通仮設費（率分）・現場管理費のうち、以下を設計変更の対象にする 
○共通仮設費（率分）のうち、営繕費 
 ・労働者の輸送に要する費用（労働者を日々当該現場に送迎輸送をするために要した費用（運転手賃金、車両損料、燃料費等含む） 
 ・宿泊費（労働者が旅館、ホテル等に宿泊した場合に要した費用） 
 ・借上費（現場事務所、試験室、労働者宿舎、倉庫、材料保管場所等の敷地借上げに要した地代及び建物を建築する代わりに貸しビル、 
  マンション、民家等を長期借り上げした場合に要する費用） 
○現場管理費のうち、労務管理費 
 ・募集及び解散に要する費用（労働者の赴任手当、労働者の帰省旅費、労働者の帰省手当） 
 ・賃金以外の食事、通勤等に要する費用（労働者の食事補助、交通費の支給） 
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